
（２）　歴史を継承し、文化を創造するまち

①　《歴史環境》
№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

1 世界遺産一覧表への登載の要請 世界遺産登録
推進担当

計画 登載準備 登載準備 登載準備 登載準備 登載準備 　歴史遺産検討委員会から、鎌倉の世
界遺産登録に向けた考え方「武家の古
都・鎌倉」が中間報告された。この考
え方に基づいて候補遺産の検討を進
め、候補遺産ごとに必要な史跡指定
（追加指定を含む）や保存管理計画の
策定を進めた。
　さらに、神奈川県、横浜市、逗子
市、鎌倉市による「古都鎌倉の世界遺
産登録検討連絡会議」において、広域
的な推進体制に向けた協議を進めた。
　また、市民との協働を進めていくた
め「鎌倉の世界遺産登録に関する市民
の準備会」に参加し、(仮称）推進協
議会設立に向けた準備を進めた。

　基本的な考え方に基づく
候補遺産の確定や、史跡の
指定（追加指定）、保存管
理計画の策定、管理団体指
定等候補遺産ごとに必要な
準備の実施、及びバッファ
ゾーン（緩衝地帯）の確保
についての取組み等を進め
るとともに、これらの内容
を推薦書原案としてまとめ
ていくなど、市として必要
な準備を整えた後にユネス
コへの登録推薦について文
化庁へ要請していく。
　さらに、世界遺産登録に
ついて、市民と協働した取
り組みを進めていくととも
に、神奈川県、横浜市、逗
子市との広域的な取り組み
を図っていく必要がある。

　 事業費 35,618 25,000 5,158 24,683 65,336

実績 歴史遺産検討委員
会設置、重要遺構
(大仏)確認調査の
実施、展示会開催

歴史遺産検討委員
会の開催、重要遺
跡（仏法寺跡）確
認調査の実施、展
示会開催

歴史遺産検討委員
会の開催、「鎌倉
大仏殿跡」国指定
史跡に指定、展示
会の開催

歴史遺産検討委員
会の開催、荏柄天
神境内の史跡指定
申請及び鶴岡八幡
宮境内の史跡追加
指定申請、史跡建
長寺境内保存管理
計画策定準備の実
施、啓発用パンフ
レットの作成、パ
ネル展示会の開催
等

歴史遺産検討委員
会の開催、重要遺
跡（法華堂跡北条
義時墓）確認調査
の実施、仏法寺跡
の史跡指定申請、
和賀江嶋、若宮大
路、法華堂跡の史
跡追加指定申請、
史跡建長寺境内、
若宮大路、和賀江
嶋保存管理計画の
策定、史跡覚園寺
境内、瑞泉寺境
内、鎌倉大仏殿
跡、北条氏常盤亭
跡保存管理計画策
定準備の実施、パ
ネル展示会の開催
等啓発事業の実施
等

事業費 30,127 19,080 4,967 14,721 52,431

2 国指定史跡への指定及び指定の
検討

文化財課 計画 指定準備 指定準備 指定準備 指定準備 指定準備 　世界遺産登録に向けた国指定史跡の
新指定及び追加指定については、世界
遺産登録推進事業の中で検討してい
る。

　世界遺産登録の候補遺産
とならなかった遺産につい
ては、歴史遺産検討委員会
で候補遺産として検討され
た遺産であるため、国指定
史跡の指定に向け検討を行
う。

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 指定準備 指定準備 指定準備 指定準備 指定準備

事業費 0 0 0 0 0
3 史跡の公有化（永福寺跡） 文化財課 計画 買収 買収 　史跡永福寺跡環境整備計画の整備計

画区域内の買収要望のあった土地につ
いて買収を進めた。

　史跡永福寺跡環境整備事
業の整備区域内にある土地
については、買収に応じて
いただけるよう積極的に要
請しなければならない。
　１００％公有地化を進め
るが、多大な経費が必要で
ある。
　任意買収のため時間を要
する。

の

⇒

－ － －

1 平成15年度改定後、事業工程変 事業費 0 138,208 0 0 0

実績 － 土地鑑定評価、建
物鑑定評価、土地
測量、用地取得な
ど

土地鑑定評価、建
物鑑定評価、土地
測量、用地取得な
ど

事業費 0 124,076 0 0 18,019

3 史跡の公有化(鶴岡八幡宮境内
御谷地区）

文化財課 計画 買収 買収 　買収要望のあった土地について買収
を進めた。

　１００％公有地化を進め
るが、多大な経費が必要で
ある。
　任意買収のため時間を要
する。

の

⇒

－ － －

2 平成15年度改定後、事業工程変 事業費 86,700 0 0 0 0

実績 土地鑑定評価、建
物鑑定評価、土地
測量、用地取得な
ど

土地鑑定評価、用
地取得

事業費 72,624 0 44,120 0 0
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№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

3 史跡の公有化（北条氏常盤亭 文化財課 計画 買収 　買収要望のあった土地について買収
を進めた。

　買収要望のある平地につ
いては、積極的に買収を
行っていかなければならな
い。
　１００％公有地化を進め
るが、多大な経費が必要で
ある。
　任意買収のため時間を要
する。

の

⇒

改定 買収 買収 －

3 平成15年度改定後、事業工程変 事業費 0 0 69,090 71,564 0

実績 土地鑑定評価、建
物鑑定評価、土地
測量、用地取得な
ど

土地鑑定評価、土
地測量、用地取得
など

事業費 0 0 63,133 69,439 0

3 史跡の公有化（東勝寺跡） 文化財課 計画 買収 　買収要望のあった土地について買収
を進めた。

　１００％公有地化を進め
るが、多大な経費が必要で
ある。
　任意買収のため時間を要
する。

の

4 事業費 56,000

実績 土地鑑定評価、地
測量、用地取得な
ど

事業費 52,687

4 史跡の公有化（朝夷奈切通） 文化財課 計画 　買収要望のあった土地について買収
を進めた。

　買収要望のある土地につ
いては、買収を行わなけれ
ばならないが、公有地化を
進めるには、多大な経費が
必要である。
　任意買収のため時間を要
する。

⇒

改定 史跡買収

平成15年度改定後、新規採択 事業費 100,000

実績 土地鑑定評価、用
地取得など

事業費 62,050

5 国指定史跡永福寺跡環境整備事 文化財課 計画 整備 整備 整備 整備 整備 　史跡永福寺跡保存整備基本計画に基
づき、西ヶ谷地区の園路及び広場整
備、西側山林遊歩道整備を実施した。
　また、整備区域の全域測量を実施し
た。

　平成２６年度までの事業
計画について、多大な経費
を必要とし、整備計画地内
の未買収地の買収も行わな
ければならない。
　平成１９年度以降、５ヵ
年の第1期大型事業の実施に
ついて、地元住民、文化
庁、県及び関係部課との協
議を要する。

⇒

改定 整備 整備 整備

　 平成15年度改定後、事業工程変 事業費 12,600 18,911 10,100 10,100 16,862

実績 報告書刊行、三堂
裏山林の景観修景
整備

西ケ谷地区整備実
施設計、環境整備

西ヶ谷地区整備 西側山林遊歩道整
備、土砂崩落防止
等防災工事

西側山林遊歩道整
備、全域測量

事業費 12,029 29,009 10,056 21,180 16,735

6 史跡管理計画・整備計画の策定 文化財課 計画 整備計画策定準備
（鶴岡八幡宮）

整備計画策定準備
（鶴岡八幡宮）
整備計画策定、
(和賀江島）

整備計画策定準備
（鶴岡八幡宮）
整備計画策定、
(和賀江島）

整備計画策定準備
（鶴岡八幡宮）
整備計画策定、
(和賀江島）

整備計画策定準備
（鶴岡八幡宮）

　史跡和賀江嶋の追加指定及び保存管
理計画を策定した。

　御谷地区の整備計画及び
和賀江嶋の管理整備計画を
策定するために、発掘調査
の実施、整備委員会の立ち
上げ、文化庁及び県との調
整など、策定に向け検討を
行っていく必要がある。

⇒

平成15年度改定後、事業工程変
更

改定 御谷地区整備計画
準備、和賀江嶋指
定範囲訂正申請、
同管理整備計画策
定、朝夷奈砦暫定
整備検討

御谷地区整備計画
準備、和賀江嶋管
理整備計画策定、
朝夷奈砦暫定整備

御谷地区整備計画
準備、和賀江嶋管
理整備計画策定

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 準備 準備 検討 検討 和賀江嶋保存管理
計画策定・追加指
定

事業費 0 0 0 0 0
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№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

7 発掘調査体制の整備 文化財課 計画 検討 検討 検討 検討 検討 　発掘調査員の勤務形態及び処遇につ
いて、人事関係部局との調整及び検討
を行った。

　市公共事業、国庫補助事
業、史跡内発掘調査、民間
発掘調査事業に対応する発
掘調査体制が必要である。
　現在の発掘調査体制に
は、人員確保、後継者育
成、勤務形態等に課題があ
り、今後も見直し、検討が
必要である。

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 検討 検討 検討 検討 検討

事業費 0 0 0 0 0

8 文化財資料のデータベース化 文化財課 計画 データ入力 データ入力 データ入力 データ入力 データ入力 　確認調査及び発掘調査に関するＧＩ
Ｓシステムの開発を行い、埋蔵文化財
の発掘調査及び確認調査のデータの入
力を進めた。

　（仮称）文化財資料館及
び博物館の施設整備に伴う
公開活用等を視野に入れた
文化財資料のデータベース
化を図る必要がある。

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 入力作業 入力作業 入力作業 入力作業

事業費 0 0 0 0 0

9 （仮）文化財資料館の建設 文化財課 計画 検討 検討 検討 検討 検討 　野村総合研究所跡地土地利用等基本
計画の中で検討を行った。

　世界遺産登録の推進のた
めにも（仮称）文化財資料
館の建設は必要であり、早
期実現に向け検討を行う。

　

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 検討 検討 検討 検討 検討

事業 0 0 0 0
10 博物館の検討 文化財課 計画 検討 検討 検討 検討 検討 　野村総合研究所跡地土地利用等基本

計画の中で検討を行った。
　世界遺産登録の推進のた
めにも博物館の建設は必要
であり、早期実現に向け検
討を行う。

　 事業費 0 0 0 0 0

実績 検討 検討 検討 検討 検討

事業費 0 0 0 0 0
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費

②　《文化》
№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課     題

1 鎌倉市文化推進プラン２１の推
進

文化推進課 計画 策定 推進 推進 推進 推進 　市民一人ひとりの自主的な取り組み
を支えるために、社会を構成している
個人、市民活動団体、企業、行政の
パートナーシップのもと、連携を深め
ていくことが肝要であり、協働での事
業実施が図られている。

　今後とも、個人、市民活
動団体、企業、行政がパー
トナーシップのもと、プラ
ンの基本理念・指針を基本
に、より一層の連携を深め
ていくことが大切である。

　

　

⇒

事業費 588 588 0 0 0

平成15年度改定後、事業名変更
旧事業名「（仮）鎌倉市文化の
マスタープランの策定

実績 策定委員会開催 策定委員会開催、
プラン確定

プランの推進 プランの推進 プランの推進

事業費 501 433 0 0 0

2 （仮）川喜多記念館建設事業 文化推進課 計画 北側斜面工事 北側斜面工事 基本設計 実施設計 建設着手 　川喜多記念館建設等基金への積立を
行うための映画会を、市民ボランティ
ア団体との共催で行った。
　また、市内の商店等を訪問し、募金
協力の依頼を行った。
　市民委員を含めた建設専門委員会に
おいて、記念館事業の基本計画作成・
建築条件調査を行った。
　さらに、運営計画に基づき、収支予
測を行った。平成１６年１０月の台風
通過時に事業用地の山林部分から、土
砂の流出事故が発生し、その対応を
行った。
　平成１７年度は、前年度の台風災害
の対応策として、山林部分の防災工事
を行った。

　施設整備に当たり、法規
制などの精査及び庁内調整
を行った結果、当該地には
用途地域の関係で、集客施
設の建設は建設できないた
め、大きな収入は見込めず
運営にかかる税投入が必要
となる。(参考：鏑木清方記
念美術館は、年額経費約
５，０００万円）
　事業用地に隣接する山林
部分の防災工事等の安全対
策を、建設と並行して進め
る必要がある。

⇒

与件調査
平成15年度改定後、事業工程変
更

改定 基金推進映画会の
開催
建設手法の調査・
検討

基金推進映画会の
開催
リーフレット印刷
地質調査

基金推進映画会の
開催
基本・実施設計

　 事業費 10,640 11,842 10,437 10,362 30,159
実績 建設専門委員会の

開催、中間調査報
告書作成、一般公
開、映画会の開催
等による募金推進

建設条件調査、最
終報告書作成、一
般公開、映画会の
開催等による募金
推進

建設条件調査、一
般公開、法令等の
適合性について庁
内調整、映画会の
開催等による募金
推進

映画会の開催等に
よる募金推進、台
風災害対応、一般
公開、庁内調整,
リーフレット印刷

映画会の開催等に
よる募金推進、台
風災害対応、一般
公開、庁内調整

事業費 8,442 11,359 7,686 12,092 23,566

3 文化情報の一元化と活用 文化推進課 計画 情報収集 ホームページの活
用

　ホームページの充実により対応を
図った。

　

⇒

事業費 0 0

平成15年度改定後、削除 実績 情報収集・整理 情報収集・整理、
生涯学習情報誌
「MOE」との連携

事業費 0 0

4 鎌倉市芸術文化振興財団への支
援

芸術館担当 計画 財団への支援 財団への支援 財団への支援 財団への支援 財団への支援 　財団法人鎌倉市芸術文化振興財団に
補助金を交付し、鎌倉芸術館の管理運
営と、鑑賞機会の提供及び芸術文化活
動の支援育成事業等として年間約４０
事業を実施してきたが、平成１８年度
から指定管理者制度を導入することに
より、財団への支援は終了した。

　指定管理者による管理運
営を実施するとともに、開
館後１２年が経過し、各設
備は経年劣化による消耗が
著しいため、段階的に修繕
を実施し、貸出施設として
の機能の保持に努める。

　

⇒

　 芸術文化振興
財団担当

事業費 160,170 197,151 173,300 149,604 148,762

　

⇒

鎌倉芸術館担
当

実績 法人運営支援、自
主事業実施（40
本）、市民の芸術
文化育成支援

法人運営支援、自
主事業実施（53
本）、市民の芸術
文化育成支援

法人運営支援、自
主事業実施（51
本）、市民の芸術
文化育成支援

法人運営支援、自
主事業実施（51
本）、市民の芸術
文化育成支援

法人運営支援、自
主事業実施（47
本）、市民の芸術
文化育成支援

事業費 142,427 174,141 157,380 149,604 132,095

5 （仮）鎌倉美術館本館の建設 生涯学習課 計画 検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管 　平成７年に基本構想が策定された
が、その後財政状況の悪化もあり、基
金の積み立てもなく、整備の見通しも
たたない中で事業の進捗が図れていな
かった。しかし、野村総研跡地の寄贈
を受け、当地での複合博物館としての
整備方針が確定したことから、美術館
についての検討が始められた。

　美術館運営の核となる学
芸員を含む準備体制を整備
し、関係課とも調整をとり
ながら、美術館の詳細を固
めていくとともに、不足し
ている収蔵品の収集に努め
る必要がある。

　 改定 作品収集保管 作品収集保管、基
本計画の検討

作品収集保管、基
本計画の検討

　 事業費 1,684 2,294 1,597 1,564 1,589

検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管 検討・作品保管

事業 1,510 1,479 1,568 1,481 1,484
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№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

6 （仮称）鎌倉ミュージアムネッ
トワークの検討

生涯学習課 計画 　平成１３年度に鎌倉文学館・鎌倉国
宝館・鏑木清方記念美術館の３館共通
券を試行したが、離れた立地、共通性
の少ない展示、ＰＲ不足などから利用
者がほとんどなかった。

　鎌倉文学館と鏑木清方記
念美術館に指定管理者制度
が導入されたという経過は
あるが、今後は前回の反省
を踏まえ、野村総研跡地で
の複合博物館を中心とした
展開を検討していくことが
適当と思われる。

　

　 事業費 272 194 0 0 0

実績 共通観覧券、
ミュージアムマッ
プの作成

平成１４年度は実
績なし

検討 検討 野村跡地における
検討

事業 173 0 0 0 0

7 文化・教養施設整備計画の策定
及び実現方途の検討

文化・教養施
設整備計画担
当

費計画 　土地利用等基本構想、同基本計画、
複合博物館・市民活動交流館基本計画
（案）と、計画の段階ごとに市民参画
の検討委員会を設置し、着実に計画づ
くりを推進してきた。
　本活用までの暫定利用として広大な
緑地を一般解放したことにより、市民
に親しまれているとともに、この跡地
に対する市民の関心を高めた。

１．事業スキーム
　市の財政負担を軽減する
ために、民間事業者の参入
を目指しているが、市街化
調整区域等の制約の中で、
民間事業者が意欲的に参入
したくなるような事業ス
キームを構築しなければな
らない。
２．魅力的な施設
　専門的な調査・研究につ
いては東京大学との連携等
を図るが、市民が誇りに思
える施設とするため、また
何度行っても楽しいと感じ
てもらえる施設とするため
の施設計画と事業運営が不
可欠である。

　 改定 検討
暫定活用

検討
暫定活用

検討
暫定活用

　

⇒

事業費 24,179 15,158 39,955

平成15年度改定後、新規採択 実績 土地利用等基本構
想の策定、検討委
員会の設置、土地
利用等基本計画
（案）の作成、暫
定活用

検討部会、専門委
員会の設置、暫定
活用、台風災害対
応

土地利用等基本計
画の策定、検討委
員会の設置、複合
博物館・市民活動
交流館基本計画
（案）の策定、耐
震調査、暫定活
用、台風災害対応

事業費 23,870 12,258 34,428
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